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「ご挨拶」 

牧師 金 明均 
       （在日大韓基督教会・中部地方会会長 

名古屋教会） 

         

   「  」 

 年齢を重ねるにつれて、価値観や考え方も変わってい
く事があります。私が子供の頃、親や祖母達が幼い子を
見て「あら、可愛い子だね」と言ってるのを見て、正直
可愛い子も可愛くない子もいるけど、その様に挨拶して
いるのだと思っていました。しかし私がこの歳になって
みると、どの子も本当に可愛いのです。カッコ良さもそ
うです。昔は、ｽﾎﾟｰﾂなどで成功したり、熟練の職人の技
を見たりしてカッコいいと思いましたが、今は良く出来
ても良く出来なくても、失敗しても一生懸命している姿
を見て、負けて泣いている高校野球の選手を見ても、カ
ッコいいと思うようになりました。一生懸命やって出来
なかったとしても、美しいと思うのです。特にパラリン
ピックに出る選手の前向きなカッコ良さは感動を覚え
ます。ありのままの自分で、カッコつけていない、嘘の
ない、ひたむきな一生懸命な姿に感動するのです。 
 私達は人の前でカッコつけても、全てを見る事が出来
る神様の前では、カッコつける事が出来ません。しかし、
神様の前に出るからと、自分なりの一生懸命でキレイな
姿でと、心を尽くして礼拝を捧げる事は、主を畏れ敬う
真摯で従順な態度だと思います。その様な人は、神様に
「わたしにとって宝となる」と言って貰えるのです。 
「愛の家」に集まる皆様は、最初の動機はそれぞれです
が、主を知っていくとカッコつけずに、しかし主の前に
キレイな姿で礼拝しようと整えてきます。それは幼少期
の私の基準で見ると、キレイな姿に見えないかも知れま
せんが、神様には一生懸命な姿が美しく見え、主がお喜
びになるだろうと思うのです。 
昔は畏れ敬うについて、悪い事をしたら神様から罰を

受けると、旧約聖書を見て恐がっていましたが、悪い事
をしていなかったら、警察が怖い者ではなく守ってくれ
る者として、義なる神様を喜ぶべきであることや、愛あ
る優しい神様なのだからフレンドリーに接しても良い
と思うけれども、私の罪の身代わりに死んで下さった命
の恩人である方だと思うと、感謝で敬うべきお方だと、
恐がるのではなく、その大きく素晴らしいお方である神
様御自身を畏れ敬うことをしたいと思うようになりま
した。また、昔は、罪の基準を知らなくて、たいした罪
も犯していないと思っていたけれども、主を知って、人
間の罪、自分の罪を知ってからは、憐れな私を導いて下
さい。助けて下さい。と願うけれども、その判断を主に
委ねるようになりました。 
 主を畏れ敬う者達が語り祈るのを、主は耳を傾けて聞
かれます。結果や見た目が足りないからではない、主の
前に心を尽くした一生懸命さ、真摯で従順な礼拝が、カ
ッコつけない姿が私達の捧げ物だと思います。これから
も、「愛の家」の皆さんは、主が喜んで受けて下さる礼拝
を捧げていくことでしょう。祝福を祈ります。 
 
マラキ書 3章 16節 
そのとき、主を畏れ敬う者たちが互いに語り合った。主
は耳を傾けて聞かれた。神の御前には、主を畏れ、その
御名を思う者のために記録の書が書き記された。 

 

 

 

 

「ご挨拶」 

    伝道師 石橋真理恵 

(在日大韓基督教会・全国教会 

女性連合会総務・堺教会) 

 

「小さくされた者とともに」 

 

 大阪に来て６年が経ちました。愛の家には４回ほど

訪問したことがあります。礼拝の準備、食事の準備な

どたくさんの方々が奉仕され、生き生きとしたその

姿、素晴らしいなと思いました。長きにわたるこの働

きを今後も主が祝福してくださるようお祈りします。 

 コロナ禍になり２年が過ぎ、生活習慣もガラッと変

わりました。人との距離を置き、なるべく集まらない

ように…。安全のため、予防のためと分かっています

が寂しいかぎりです。 

そして、コロナ禍になって深刻な問題として経済的

困窮者が増えた事です。本当に必要な方々に支援の手

が届いていない現実。しんどい人はもっとしんどい生

活を強いられています。 

突然の解雇や雇止め、そのしわ寄せがくるのが小さ

くされた者や子どもたちです。そこで、少しでも力に

なりたいと全国教会女性連合会では2020年10月から

月に一度(毎月最終土曜日13時から15時)、無料食糧

支援「もりもりフードパントリー」を始めました。試

行錯誤しながらのスタートでしたが、たくさんのご支

援により、生理用品の無料配布、学校の長期休暇に合

わせてお米を80㎏ずつ５つの団体に送るなど活動を広

げています。感謝です。 

「愛の家」と“もりもりフードパントリー”の共通

点は、隣人への愛の「実践」だと思います。イエスさ

まは「誰がこの人の隣人になりましたか？」と問われ

ました。愛とは実践が伴うものです。小さくされた者

の存在を知りながら、助けを必要としている存在を知

りながら何もしないでいられるでしょうか？ 

周りに目を向けてみてください。そして、イエスさ

まならどうするか、誰がこの人の隣人になるのかを考

えてみてください。すると私たちがやるべきこと、何

をするべきかが見えてくると思います。自分が出来る

ことから是非スタートしましょう。 
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木曜・お弁当と御言葉メッセージ配り 

 毎週木曜日のお弁当を作る奉仕は水曜日から始まります。まず、メニューを考えて仕入れを
してからおかずを作ります。そのお弁当を召し上がる方々の立場にたっておいしくて栄養バ
ランスの良いおかずを作るため最善を尽くします。 

 木曜日になると早朝からごはんを炊いたり、おかずをカップに分けたり、またそれを弁当
パックに入れたりする兄弟姉妹たちで教会はにぎやかです。奉仕する皆さんの笑顔と和気あ
いあいな雰囲気でお互いに励まされています。炊き出しが行われる高速道路の下は冬はとて
も寒いです。朝９時３０分からあたたかいお弁当を配ると列を並んでいた人々が笑顔を浮か
べながら「ありがとう！」と感謝のあいさつをしてくださいます。毎週１５０人から２００
人ぐらいの人々が来られています。 

 

 

  

  

 

 

 

金曜・おにぎりとカップ麺配り  

金曜日の早朝、浪速教会の厨房からはおいしいご飯のにおいが広がり、おにぎりの段取り
で忙しいです。炊かれたご飯にごま塩をふって良く混ぜておくと、８時３０分からボランテ
ィアの兄弟たちが心を込めて「爆弾おにぎり」を作ります。 

２００個ぐらいを作ってカップラーメンと御言葉メッセージの紙を入れて袋詰めをして出
発！９時３０分ごろ西成公園に到着すると、すでに１００人以上の人々が列を並んで待って
います。フードバンクからのバナナとかクッキーがある時はおまけで配ります。ある支援者
からいただいたマスクも必要な方にいつでもプレゼントできてコロナ禍の中でとても助かっ
ています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスに洗礼を受けた二人の兄弟  

  昨年のクリスマスには二人の兄弟が洗礼を受け、浪速教会が大喜びでした。二人は木曜・金
曜炊き出しに参加した方でイエス様の愛に感動し、配った御言葉メッセージを読んで洗礼を受け
る決心をしたと証しました。 

 わたしたちの小さな活動によって天下よりも尊い一人の命が救われるのを見ると今までの労苦
が喜びに変わります。 

 

② 



奉仕者の声  

『愛する主、イエス様におささげするお弁当』 

            ブロックソム 泰子 
（福音自由教会祝園チャペル） 

 
「王は彼らに答えて言います。『まことに、あなたが
たに告げます。あなたがたが、これらのわたしの兄弟
たち、しかも最も小さい者たちのひとりにしたのは、
わたしにしたのです。』〈マタイ25：40〉 
 
創造主なる神様が造られた人間
が、夏の日照りの中、寒空の
下、悪天候の中、住む家もな
く、空腹に苦しみ、「ああ、助
けてください」とうめくとき、
その声は、一体どこに届くので
しょうか。私と西成との出会い
は、10年ほど前に遡ります。通
院の付き添いで、京都から西成
地区の病院に向かう際、初めて
路上生活をする人々を目にしま
した。困窮する人々の姿に、衝
撃を受けました。「何かお役に
立てないか」と思っても、どう
してよいかわからず、ただ呆然
として帰宅の途につきました。
それ以来、毎晩、冬は暖かく、
夏は涼しく、満腹で床に就くたびに、あのとき助けら
れなかった路上生活をする人々の姿が目に浮かび、罪
悪感にさいなまれました。 
  2020 年、コロナの影響で、路上生活をする人々が以
前にも増して苦境に立たされていることを知りました。
折しもこの年、私の所属する新祝園チャペルでは､奉
仕について重点的に学びを深めることになっていまし
た。新祝園チャペルの正田牧師は、「神様の召しとは、
どれだけ無視しようとしても、何度も語られ、それを
行うまで決して満たされることがない（神の賜物と召
命とは変わることがありません〈ローマ 11：29〉）。
このみ言葉に、あなたならどう応答しますか」と、チ
ャレンジをくださいました。 路上生活をする人々の
困窮した姿が、何度も脳裏をよぎり、「神様、何かさ
せてください」と、祈りが湧き上がりました。 
 「西成 炊き出し」とインターネットで検索して、
一番にヒットしたサイトが、「浪速 愛の家教会」で
した。早速電話をしてみると、「緊急事態宣言下でも
炊き出しは継続しています。一度見学に来てください」
と、快く受け入れてくださいました。さっそく木曜日
早朝の、み言葉入りお弁当作りと、その配布の奉仕に
参加させていただきました。 
この奉仕に加えていただき一番驚いたのは、みなさ

んがお弁当を作る姿勢でした。私は、ふだん家族の
ためにお弁当を作ります。しかし、面倒で見た
目が悪いときも、おかずの品数が少ないとき

もあります。それなのに、毎週180～200食も無
料提供する浪速教会のお弁当は、見た目もよく、
栄養バランスを考えて丁寧に作られ、そのうえ
とてもおいしいのです。私は、自分の家族のお
弁当でさえ手抜きをすることがあるのに、どう
して無料配布するお弁当を、こんなにも丁寧に
作れるのでしょうか。牧師婦人に、直接おたず
ねしたことがあります。婦人は、「このお弁当
は最も小さいものにお配りするから、イエス様
におささげしているのですよ」と、教えてくだ
さいました。そのときから、私にとってもこの

お弁当は、イエス様に差し上げる
お弁当になりました。今日に至る
まで、とてもよくしてくださった
神様、私の罪のために独り子さえ
惜しまず愛してくださった創造主
なる神様に、お弁当を差し上げて
いるのです！ 
 神様は、その人がどんな理由で
路上にたどり着いたとしても、
「助けてください」と声を上げた
とき、過去の非をすべて見逃し、
現状に目をとめ、愛と憐れみの手
を差し伸べてくださるのです。し
かも、愚かで欠点多い私を、イエ
ス様の手足として、用いてくださ
るのです！ なんという恵みでし
ょう。 
炊き出し奉仕に加えていただき受

けた恵は、数え切れません。特記すべきは、路
上生活の中から救われて浪速愛の家教会の教会
員となった敬愛する兄弟姉妹と一緒に、お弁当
を作らせていただけたことです。音楽に類まれ
な才能をお持ちの方、プロの料理人、勤勉な方、
優しくいつも笑顔の人、いろいろな方がいらっ
しゃいます。私にとってこの方々は、家族のよ
うな存在となりました。所属教会で日曜日に礼
拝を捧げるとき、この兄弟姉妹の顔が浮かびま
す。場所は異なるけれども、ともに礼拝をささ
げている家族が西成にいると思うと、喜びに満
たされます。 
 私にできることは、とても小さな働きです。
けれども、力ある神様は、この小さな働きを大
いに用いてくださいます。私は、神様がこの世
の小さき者を救ってくださり、天国へ連れて行
ってくださると信じ、喜びあふれて働かせてい
ただいています。この働きに加えていただいて
以来、快適な部屋で眠ることに対する罪悪感は、
配布するときに覚えた人々への祈りへと変わり
ました。 
 「召命は変わることがない」とある、聖書の
言葉を信じ、この働きのために微力をささげ続
けたいと願っています。この小さき者が神様の
手となり足となり働き続けられるようにお祈り

いただければ幸いです。  
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▎特集 「愛の家」の恩人⑪ 

故 金  景 淑（キム ギョンスク）牧師任 

（元 ホサナ教会、心のケアセンター牧師） 
  
故金景淑（キム・ギョンスク）先生は、一番長

く「愛の家」の炊き出しや木曜伝道集会の奉仕者
として共に歩んで来られた方でした。新型コロナ
ウイルス感染で集会が中止される直前まで毎月、
第３木曜伝道集会に来られ、力強いメッセージを
取り次いで下さいました。しかし、先生は２０２
１年９月、コロナに感染され亡くなられました。
ご苦労に感謝し、天国での安息を祈ります。先生
を偲び、先生の活動を紹介し私達の「愛の家」の
恩人として覚えたいです。 
先生が私達の木曜伝道集会や金曜炊き出しの

ボランティアとして最初に参加されたのは２０
００年、旧教会堂の時でした。当時先生は大阪純
福音教会の信徒で仲間達と一緒に参加し調理、配
食、皿洗いの奉仕をし、集会では聖歌隊の一人と
して賛美し代表祈りをして私達には大きな支え
となりました。私達の教会「愛の家」が一番貧し
くて苦しい時に共に涙を流し祈って下さり、物心
両面で支えて下さいました。 
その後先生は伝道者として働くために献身し

神学校に入りました。神学生として霊に燃えて勉
強し卒業し伝道師になって私達の所に挨拶にご
主人と共に訪ねて来られました。丁度、浪速教会
「愛の家」が新しい会堂で伝道集会を始めた頃で
した。私と家内が先生に毎月第３木曜日の説教を
お願いしました。先生は喜んで引き受けてくださ
り、毎月欠かさずにご主人と共に来られ奉仕して
下さいました。 
私は個人的に先生を尊敬し先生に習おうとし

ました。神学校を卒業し、教会を開拓し心の病や
傷を負っている人に仕える活動をしました。伝道
し育てた信徒が出て行ったり辞めたりしても失
望せず霊に燃えて伝道活動を続けました。常に断
食祈りをし、日本のリバイバルの幻を見て、時が
良くても悪くても伝道に励みました。先生の教会
が始められた賛美集会は関西地域の多くの牧師
や信徒が集まり主の御名を崇める集会となりま
した。私達の教会も賛美集会にいつも参加してと
もに賛美を捧げともに祈りました。先生は神を心
から愛し神を愛するがゆえに貧しい者や心の重
荷を背負っている人を愛し、死に至るまで小さき
者の友として歩まれました。 

 

 

「愛の家」会計中間報告書(2021.11.1-12.31) 

収入 21予算 2021.11-12 
定期後援会 800,000 580,500 
一般後援会 1,400,000 1,729,099 
クリスマス献金 1,400,000 1,334,358 
食事献金 100,000 0 
総会支援金 300,000 200,000 
地方会支援金 450,000 385,000 
御米献金 100,000 33,500 
小計 4,550,000 4,262,457 
繰越金 994,395 994,395 

合計 5,544,395 5,256,852 
 
支出 21予算 2021.11-12 
事務・備品・印刷費 350,000 181,062 
発送費 100,000 71,560 
交通費 10,000 0 
車両維持費 200,000 74,729 
奉仕者支援金 400,000 58,069 
研修費 100,000 0 
御米代 500,000 556,639 
副食費 1,800,000 2,484,866 
建築積立金 1,000,000 700,000 
救済費 50,000 12,725 
修理施設費・予備費  1,034,395 12,250 

小計 5,544,395 4,151,900 
繰越金 - 1,104,952 
合計 5,544,395 5,256,852 

 

④ 

「愛の家」会計中間報告書(2022.1.1-3.31) 

収入 22予算 2022.1-3 
定期後援会 800,000 122,000 
一般後援会 1,400,000 495,163 
クリスマス献金 1,400,000 398,000 
食事献金 100,000 0 
総会支援金 200,000 200,000 
地方会支援金 450,000 105,000 
御米献金 100,000 0 
小計 4,450,000 1,320,163 
繰越金 1,104,952 1,104,952 

合計 5,554,952 2,425,115 
 
支出 22予算 2022.1-3 
事務・備品・印刷費 350,000 18,798 
発送費 100,000 0 
交通費 10,000 0 
車両維持費 150,000        0 
奉仕者支援金 500,000 65,000 
研修費 100,000 0 
御米代 500,000 80,000 
副食費 2,000,000 458,975 
建築積立金 1,000,000 0 
救済費 50,000 0 
修理施設費・予備費 846,971 0 

小計 5,606,971 622,773 
繰越金 - 1,802,342 
合計 5,606,971 2,425,115 

 



路上生活者支援のための 

献金のお願い 

 

イエス様の御受難と復活を心に留める季節となりました。支援者の皆様におかれましては、

ますますご活躍のこととお喜び申し上げます。また、平素より私ども、浪速教会「愛の家」

の活動へのご理解、ご協力を賜り、まことに感謝申し上げます。 

 

 コロナウィルス感染拡大が止まらず、私ども「愛の家」のある大阪府は、東京都を抜いて

日本一の感染者数となった日もありました。高齢者の多い「愛の家」の家族たちや路上生活

者の人々も不安の中で過ごしていますが、主に守られて幸いにも、路上生活者支援の活動を

止めることはありませんでした。もちろん、コロナウィルスの影響で、夜回り活動は例年通

りとはいきませんが、私たちにできる限りの範囲での西成パトロールを行っています。コロ

ナ禍と、この寒さの中で、不安と緊張の路上生活を余儀なくされている路上生活者のことを

思うと心が痛みます。今年も皆が無事に春を迎えられますようにお祈りください。また一人

でも多くの西成の仲間が、主に出会い、主に新たにされて、残りの人生を主と共に歩む決心

へと導かれますよう、お祈りくださいますよう重ねてお願い申し上げます。 
 

現在、私ども「愛の家」は炊き出しを一週間に２回行っております。（通常は週に３回です

が、新型コロナウィルス感染予防のために２回に変更しています。）木曜炊き出し（み言葉メ

ッセージ入りお弁当）には常時160～200人、金曜炊き出し（お握りとカップ麺）には約1

６0人～２２０人の路上生活者へ食事の提供とみ言葉のメッセージをお渡しすることができま

した。この炊き出しの実際の経費として、毎週６３,000円を支出しております。(内訳概算お

米６０kg・1８,000円、副食費45,000円、コロナ前の経費合計は約５７,000円) 

これからも神様の愛の業に励むことができますように、浪速教会「愛の家」の活動にご理

解、ご協力頂き、また献金をおささげくださいますようお願い申し上げます。 

 
 

「愛の家」事業：木曜・金曜炊き出し（木曜集会＆日曜礼拝と食事提供、夜間パトロールは現在

休止中）、散髪奉仕、共同生活、聖書勉強会、福祉相談、福祉館運営、生活用品収集分配 

 

２０２２年度 献金目標額：100万円 

 定期、一般後援者募集 

一般後援：1000円以上、 定期後援：毎月1000円以上 

衣類、生活用品、靴、靴下、寝袋、下着、鞄、タオル、カイロ、食材、

お米を送って下さい（古着のスーツ類の需要は少ないです） 

 

献金振込先（ゆうちょ銀行） 

金融機関コード：9900   店番：99   預金種目：当座 

店名：〇九九店（ゼロキユウキユウ店）   口座番号：299392 

口座名：在日大韓基督教会浪速教会 

〒557-0061 大阪市西成区北津守3-2-3浪速教会「愛の家」 

Tel 06-6561-4712、6562-0109､ Fax 6561-4709 

E-mail:ainoie@msn.com  ホームページ：www.ainoie.org 

                                                             ２０２２年 4 月 

在日大韓基督教会 浪速教会「愛の家」  

                           牧師 金 鐘 賢    
⑤ 



「愛の家」の人々 
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炊き出し 参加者数 統計 2022.1～3月

木 渡した数 金渡した数

献金者お名前（敬称略･順不同） 

（２０２１年１１月１日～２０２２年３月３１日） 
 
定期後援金 
グッド・サマリタン・チャーチ 大阪淡路チャペル・洲本チャ
ペル、大阪東南キリスト教会、在日大韓基督教会総会、
在日大韓基督教会関西地方会、ホサナ教会、山住達樹、
石井洋二、河内常男、新国久男、河内常男、朴栄子、ブロ
ックソム泰子、金栄吉・李香蘭、金鐘賢・姜貞淑、大木正
典、金英姫・森元孝、市川和俊、平野竜一・真希、匿名 
一般後援金、イースター献金  
メルボルンハンビッ教会、東京インマヌエル教会、 
久保安子、重松絢子、岩坂二規、寺岡孝、西村雅人、井
上久夫、藤岡、木村敏子、久保安子、森明子、星山龍美、
神野幸子、Albert, Aileen、崔享喆牧師、井上豊、ユ・サン
ジュン、匿名 
クリスマス献金 
大阪教会女性会、西部地方教会女性連合会、神戸東部
教会、広島教会女性会、武庫川教会、折尾教会、京都教
会女性会、武庫川教会聖歌隊、神戸教会、大阪西成教
会、広島教会、豊中第一復興教会、布施教会、関西地方
教会女性連合会、福岡中央教会、川崎教会、京都教会、 
博多教会、豊橋教会、川西教会、岡山教会、小倉教会、
名古屋教会、荻窪北教会、名東教会、大垣教会、茅ヶ崎
東教会女性の会、大阪姫松教会、福岡城南教会、南浦和
教会、伊達教会、大垣教会、池田教会、宇都宮松原教
会、柏木教会、旭川教会、滝川教会、横浜海岸教会、都
島教会、横須賀教会、札幌桑園教会、吉田教会「教会と社
会委員会」、草加教会、日土教会、福島伝道所、重松貿易
株式会社、船尾土曜学校、金森俊徳、宮澤玲子、寺岡
孝、野津道代、崔英淑、清水眞一・佐代子、河内常男、武
井三枝子、金龍玉、新国久男、佐藤光一、鈴木崇、梁漢
順、沢知恵、李恩順、藤田桂子、山本覚、梨原ひろ子、田
部郁彦、ギースブレクト正美 
 
お米、お米献金  
洲本チャペル、伊藤久美、井上久夫、匿名 
食材 
フードバンク大阪、 
フードバンク関西, 
ぐるり農園、清水眞一・佐代子 
 
アルミ缶献金 
「愛の家」に通う兄弟たち、北津守町の皆さん 
衣類、靴、鞄、生活用品、ふとん類、マスク 
グッド・サマリタン・チャーチ、女子ご受難会、松井明美 

発行責任者 金鐘賢 
〒557-0061大阪市西成区北津守 3-2-3 

浪速教会「愛の家」内 
TEL   06-6561-4712(教会) 
E-mail: ainoie@msn.com 

ホームページ: www.ainoie.org 
献金振込先（ゆうちょ銀行） 

金融機関コード：9900 
店番：99 

預金種目：当座 
店名：〇九九店（ゼロキユウキユウ店） 

口座番号：299392 
口座名：在日大韓基督教会浪速教会 

 

 「愛の家」には日本全国から大阪、西成、
炊き出しへとたどり着く人々が大勢いらっし
ゃいます。辿り着き、仲間となり、半日で姿
を消してしまう人、１年や数年間仲間や家
族として共に福祉部屋に暮らし、毎日教会
に集いながら交流を深め、体が動く人は炊
き出しなどの活動も共にします。信仰を持
たなくても共に礼拝を捧げてくださる人もい
らっしゃいます。 
 そしてずーっと長く神の家族として過ごせ
る人もいれば、スッと姿を消してしまう人も
います。探しても探しても見当たらない。炊
き出しに並ぶ兄弟たちは西成の情報屋た
ちです。そんな彼らでも姿を見ないという事
も今まで多くありました。その人は大阪以
外の土地へ行ってしまった人たちです。一
匹の羊が迷子になってしまった。その人が
大きな問題を抱えて、周りにいつも迷惑を
かけてしまうような人であれば（中毒症や
暴力等）内心、正直に「安堵」する事もあり
ます。これは私たちの人間の弱さの現われ
であり、主の御前で隠しようがありません。
そして神様の無条件の愛と赦しを覚えて、
迷える羊の為に祈り続けます。それでも不
思議なことに、神様は別の人で同じような
大きな問題を抱えている人を送ってくださ
います。浪速教会「愛の家」を覚えていつも
お祈りや応援・支援をありがとうございま
す。これからも宜しくお願い致します。 

⑥ 

http://www.ainoie.org/
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